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概要 

高エネルギー加速器研究機構放射光研究施設のビームラインには、それぞれビームライン・インターロッ

クシステム (BLIS)が設置されている。これら BLIS[1]は COACK(Component Oriented Advanced Control 

Kernel)[2,3,4,5]を使用して構築された集中管理システム(CCS)[6]により管理されており、BLISおよび CCSの安全

系の制御には PLC(Programmable Logic Controller)が利用されていている。また、PLCと COACKとのインター

フェースは STARS(Simple Transmission and Retrieval System)[7,8]によって行われている。  これまで STARSを

動作させるインターフェース用の機器はパーソナルコンピュータを利用していたが、今回マイクロサーバ

(OpenBlockS)を導入することで小型かつ安価なインターフェース部を構築することができた。 

ここではマイクロサーバを使用した PLCインターフェースの詳細と導入結果について報告する。 

1 はじめに 

これまで我々は、コストをはじめとする幾つかの理由から PLC(Programmable Logic Controller)のインターフ

ェースとして RS-232C及びパーソナルコンピュータ(以下 PC)を使用してきた。PCを PLCのインターフェー

スとして使用する事は非常に有効であったが設置スペースなどの問題もあった。また単に PLCとのインター

フェースのみを目的とする機器として利用するのに PCはオーバースペックであった。 

最近、機器組み込み用の Linux コンピュータやマイクロサーバと呼ばれる Linux を使用した小型の機器が

販売されるようになり、我々の間ではこれらを PLCのインターフェースとして利用できないかとの議論が生

まれた。これら小型の Linux コンピュータは設置スペースに大きな優位性を持つだけでなく、ディスクレス

マシンとして利用可能なものを選べば、ハードディスクのクラッシュなどのトラブルを回避する事が出来る。 

今回、我々は放射光ビームライン BL-5 新設に伴い、ビームライン・インターロックシステム(以下 BLIS)

の PLC インターフェースとしてマイクロサーバ(ぷらっとホーム株式会社製 OpenBlockeS)をテスト的に導入

し有効性を検証する事とした。 

2 ビームライン・インターロックと集中管理システム 

高エネルギー加速器研究機構放射光研究施設のビームラインには、放射線安全、ビームライン真空の保持

及びビームライン構成要素の保護を目的に BLISが設置されている。BLISは PLCにより制御され、それぞれ

の PLC は、PF2.5GeV リングにおいては端末送受信機(CMNTR)及びインターフェース PLC を介して、また

PF-ARリングにおいては集中管理システム(以下 CCS)安全系 PLCを介してインターロック専用のネットワー

クに接続された CCSインターフェース用 PCに接続されている。(図 1参照)これらの PCはインターフェース

を行うべき PLC毎に設置され、それぞれの PC上では、STARS(Simple Transmission and Retrieval System)のク

ライアントプログラムが動作している。これらインターフェース用 PLC のうち PF2.5GeV リング用 PC 及び

PF-ARリング北西棟(NE)用 PC では STARS サーバが動作しており、ブリッジ用プログラムを介して CCS の

中核を担う COACK(Component Oriented Advanced Control Kernel)サーバに接続されている。 
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図 1.  BLISと CCS 

STARS
(Simple Transmission 

and
Retrieval System)

Device
driver

Device

TCP/IP

Device
driver

Device

Driver
Bridge

Device
driver

Device

Application
program

Bridge

Br1

Term1

Dev1 Dev2 Dev3

Br2

Dev1 xxx

Term1>Dev1 xxx

Application
program

 

図 2.  STARS 

 

2.1 STARS 

STARS は非常にシンプルなメッセージ配信シス

テムであり、STARS を利用することで簡単にアプ

リケーションプログラム間の通信を行うことがで

きる(図２参照)。CCS では STARS を COACK の

Non-windows システム用インターフェースとして

利用している。 

STARS はユーザが作成するクライアントプロ

グラム、システムの中心的存在となりメッセージの

配信を行う TAK（Transferring Agent Kernel）サーバ

および他のシステムとの接続を行う場合や、複数の

TAK サーバを接続する場合に使用する Bridge か

ら構成される。各クライアントプログラムは TCP/IP Socket により TAK サーバに接続され、各クライアント

プログラム及び TAK サーバ間の通信はテキストベースのメッセージの授受により行われる。各クライアン

トはユニークなターミナル名を持ち、それぞれのメッセージの送り先を指定する際に使用される。また、そ

れぞれは同一コンピュータ上にあってもネットワークを介したコンピュータ上に分散していてもよい。各ク

ライアントプログラムの起動・停止は STARS のシステム自体に特に影響を与えないので、システムの運転

中に機能の追加や保守などを任意に行う事ができる。なお、TAK サーバは Perl によって記述されている為、

Perlがインストールされたさまざまプラットフォーム上(Linux、FreeBSD、Windows等)で動作可能である。 



2.2 PLC interface client 

CCSにおいて実際に PLCとのインターフェースを行うのが PLC interface clientである。PLC interface client

は PCのシリアルポートを使用して PLCから変化状況を受け取り、内容に応じて STARSへ変化メッセージを

送信する。また、STARS側からのメッセージを受け取り、対応したコマンドを PLCに送信する。PLC interface 

client は Perlを使用して構築されているので、マイクロサーバを使用した PLCインターフェース作成の際に

は容易に移行が可能である。 

2.3 CCSの今後 

現在 PF2.5GeVリングにおける BLISとのインターフェース部には、端末送受信機と呼ばれる独自に開発さ

れたハードウエアが使用されている。保守やコストの問題から、今後これらの端末送受信機は随時廃止され

る予定である。端末送受信機の代替としては、それぞれの BLIS毎に PLCインターフェースを設置する予定

である。 

3 マイクロサーバの導入 

今回利用したマイクロサーバは非常に小型であり、ビームライン・インターロックシステムのメインユニ

ットに内蔵することが可能となった。実際に内蔵した様子を図 3に示す。 

3.1 OpenBlockS 

今回マイクロサーバとしては、ぷらっとホーム株式会

社製 OpenBlockSR(2003年 4月に販売終了、後継機種は

OpenBlockS266)を使用した。なお、主な仕様は以下の通

りである。 
• CPU: PowerPC 405GP 200MHz 
• Memory: 64MB 
• Flash ROM: 8MB 
• カーネル: Linux 2.4.10 
• 外形: 114mm x 80mm x 40mm 
• その他: 100Base-TX x 2、シリアルポート x 1、

コンパクトフラッシュカードスロット x 1、

IDEコネクタ x 1 

3.2 プログラムのインストール 

OpenBlockSには出荷時の状態で Perlがインストールされている。PLC interface clientは前述の通り Perlを

使って構築されているので、OSやハードウエアに依存するシリアルポートの部分についてのみ書き換えれば

そのまま利用が可能である。今回の場合、実際にはシリアルポートの入出力先を” /dev/ttyS1”とした。 

プログラムおよび信号の意味を示すデータテーブルの転送は他の PC 上から FTPを使用して行う。パスワ

ード等は暗号化されずにネットワーク上を流れるので注意が必要であるが、今回の場合インターロック専用

のネットワークを利用しているので特に問題はなかった。 

3.3 PLC interface clientの実行とデバッグ 

PLC interface clientの実行は TELNETを使用して OpenBlockSに loginして行う。PLC interface clientおよび

STARSは簡単なデバッグ機能を有しているので、端末エミュレータ上に現れるメッセージをもとにデバッグ
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図 3.  BLISメインユニットに内臓されたマイク

ロサーバによる PLCインターフェース 



を行った。なお、デバッグが終了したプログラムはバックグラウンドで動作させる事となる。 

3.4 フラッシュ ROMへの書き込み 

OpenBlockSでは今回使用したメインボードのみの構成の場合、メモリ上に RAMディスク領域が確保され

ルートファイルシステムとなる。FTP で転送されたプログラムはこの RAM ディスク上に保存されるので、

再起動等を行うと無効となってしまう。今回マニュアルの記述に従って、デバッグを終えたプログラムはフ

ラッシュ ROM上に保存(実際には 1行のコマンドを入力するだけである)した。 

なお、フラッシュ ROMの領域は限られており、大きなソフトウエアなどは保存できないが、PLC interface 

client自体小さな Perlのソースコードであるので、まったく問題にはならなかった。 

4 導入結果 

マイクロサーバを導入することで CCSの PLCインターフェースは、BLISメインコントローラに内蔵でき

るほど小型化された。また、ハードディスクドライブを使用していないので、ディスククラッシュ等のトラ

ブルがなくなり、システムの安定性が向上した。導入後これまでの PLC interface clientとのログデータの比較

を行ったが、特に異常は見られず良好に動作していることが確認された。 

5 まとめ 

今回行ったテスト的導入では、マイクロサーバの有効性を十分確認することができた。また、OpenBlockS

は最初から Perlがインストールされているなど、STARSを使用したシステム環境では大変有利であることが

わかった。 

PLCインターフェースとしてのマイクロサーバの導入は、今後行われる CCSの端末送受信機置き換えに際

し、コスト面、保守面において多大な貢献をすることが期待できる。 
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